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【概要】 

 大学院博士前期課程は、授業科目について 30 単位を修得し、修士論文または修士研究を完成させ
ることで修士号の学位が与えられます。本学では、大学院への進学を予定する、特別に認められた学
生については、所定の手続きを経て、本学大学院博士前期課程の授業科目について、先取り履修を認
めている科目から 10 単位を上限に第 4 年次に履修することを認めます。（最大申請科目数は 7 科目ま
で。） 
履修科目によっては、受け入れ可能人数や条件が明示されているものがあり、それらも含めて選考

が行われます。大学院の科目履修には高いレベルが要求されますから、すべての申請が許可されると
は限りません。先取り履修科目は学部の卒業単位に含めることは出来ませんが、所定の入試に合格し
本学大学院への入学後、履修科目としての単位認定が可能です。ただし、進学後の専攻によっては履
修した科目が認定されないこともあります。 
 この制度により、学部卒業前に大学院科目を履修することで、問題意識を高め、研究テーマを絞り
込み、大学院で修士論文に向けた研究により多くの時間をあてることが出来ます。 
 また、大学院には早期修了制度があり、申請し許可されれば、1 年間で残りの単位を修得し、修士
論文または修了研究を提出し修士号を取得することが可能です。入学後の 1 年間で必要単位の残りを
修得し、同時に修士論文または修士研究を作成には事前の十分な計画が必要です。指導教員とよく相
談してください。 
 
 
１．出願資格 

  本学の学部の学生で、第４年次に進級したときに、次の各号の全ての要件を満たす者。 
  なお、出願は１回※ のみとする。 
  ※４月入学で出願した場合、１０月入学で出願をすることはできません。また、年度をまたいで

再度出願することもできません。 
 

① 言語文化学部、国際社会学部または国際日本学部第４年次に在学する者（２０２２年４月

１日現在） 
② 本学大学院総合国際学研究科に進学を志望する者 
③ 各コースの専攻分野について、大学院授業科目を履修するにふさわしい能力を有する者 
④ ２０２１年度末までに修得した科目の GPA が 2.5 以上の者 
⑤ 大学院科目担当教員の承認を得たうえで、指導教員が推薦する者 
⑥ 履修科目毎に指定されている条件がある場合、その条件を満たしている者 

 
 

２．履修期間 

   大学院科目等履修生の履修期間は１年以内とし、延長は認めない。 
 
 
３．出願手続き 

    出願期間：２０２２年８月１５日（月）００：００～８月１９日（金）２３：５９ 
    出願書類：①２０２２年度大学院科目等履修生（大学院科目先取り履修）願書 
       （所定様式を下記アドレスからダウンロードすること） 

http://www.tufs.ac.jp/common/is/kyoumu/pg/form/sakidori_form_202204.pdf 
       成績証明書は、大学院係にて準備するため、提出不要。 
       ※ただし、出願資格にかかる GPA は各自確認すること 
       ②大学院科目の担当教員の承認メール 
       ③指導教員の承認メール 
    出願方法：志願者は、出願書類を一括して教務課大学院係（kyoumu-daigakuin@tufs.ac.jp） 

にメールにて提出すること。出願書類に不備がある場合は、願書を受理しない。 

http://www.tufs.ac.jp/common/is/kyoumu/pg/pdf/%E5%85%88%E5%8F%96%E3%82%8A%E5%B1%A5%E4%BF%AE%E9%A1%98%E6%9B%B82022.xlsx


   

 
４．履修できる授業科目（別表「先取り履修可能予定科目一覧表」参照）※本要項の最後に掲載してあります 

    世界言語社会専攻、国際日本専攻に開講されている修士論文修士研究ゼミ、総合国際学研究基礎、

異分野交流ゼミ、PCS コース科目を除く先取り履修を認めている科目から、進学を希望する各コー

スの大学院授業科目を７科目（１０単位）まで履修することができる。 
 
大学院授業科目の履修に関しては、指導教員と相談の上、学部の授業科目・授業時間割を考慮し、

授業科目を選択すること。 
 
 

５．募集人数  
大学院科目の運営上支障をきたさない程度の数。 

 
 
６．審査及び審査結果 

 原則として書面により、科目ごとの定員、履修条件に従い選考を行う。 
審査結果は、掲示にて知らせる。 

 
 
７．授業料等 

  検定料、入学料、授業料は徴収しない。 
 
 
８．修得単位の取扱い 

（１）大学院科目等履修生として修得した単位は、本学大学院に入学した場合に限り、大学院学則第

２９条の２に基づき、１０単位を上限に、大学院課程の修了に必要な単位として認定すること

ができる。 
（２）大学院科目等履修生として修得し大学院入学後に認定された単位は、教員免許状取得のための

単位に充てることはできない。 
（３）修得した単位を、同時に学部の修得単位とすることはできない。 
 
 
注意事項： 

・選考に合格しても科目によっては正規の大学院生の登録がないため授業が成立しない場合もありま 
す。先取り履修は、授業が大学院科目として成立している場合にのみ可能です。 

・４年次に履修しなければならない科目と時間割が重なった場合、許可された科目の履修が出来な 
い場合があります。 

・大学院科目担当教員の承認印、および指導教員の記名・押印（または自署）は不要であるが、代わ

りにメールにて承認をもらい、願書と一緒に提出すること。 
・履修人数や条件などの関係で先取り履修が認められないことがあります。 



　〒 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

携帯電話

TEL　　　（　　　　　）

春 履修コード

学 授業科目名

月 期（担当教員名）

秋 履修コード

学 授業科目名

期（担当教員名）

春 履修コード

学 授業科目名

火 期（担当教員名）

秋 履修コード

学 授業科目名

期（担当教員名）

春 履修コード

学 授業科目名

水 期（担当教員名）

秋 履修コード

学 授業科目名

期（担当教員名）

春 履修コード

学 授業科目名

木 期（担当教員名）

秋 履修コード

学 授業科目名

期（担当教員名）

春 履修コード

学 授業科目名

金 期（担当教員名）

秋 履修コード

学 授業科目名

期（担当教員名）

夏 履修コード

学 授業科目名

期（担当教員名）

冬 履修コード

学 授業科目名

期（担当教員名）

※１　この用紙に記入された授業は、そのまま履修する授業となるので、必ず間違いのないように記入してください。
※２　この用紙で知り得た個人情報は、学生本人・教員への連絡、学籍・成績管理・履修登録管理・会議資料に限り使用します。
※３　担当教員及び指導教員の承認印の代わりに、担当教員及び指導教員が承認済であることがわかるメールを提出してください。

２０２２年度 東京外国語大学大学院科目等履修生（先取り履修）願書

６限

２０２２年度　大学院授業科目　履修計画書

大学院総合国際学研究科に開講されている以下の科目の先取り履修を希望いたします。

氏　　名

住　　所

５限１限 ２限 ３限 ４限

学籍番号

学 部 名

集
中
･
時
間
外



　大学院に進学後の専攻テーマや現在の学習状況などとの関係で、先取り履修を行うことへの効果・抱負などについて、述べてください。

　該当する先取り履修科目を履修する能力が現段階で十分であるかなど学生の学習状況、該当学生に先取り履修を認めることの効果等
について述べてください。

指導教員名

２．指導教員推薦欄

１．志望動機（400字程度）



専攻 コース 科目名 単位数 開講学期 担当教員名 授業開講形態名 曜日 時限 時間割コード 備考
研究科共通 キャリアプログラム 多文化コーディネーション研究２ 2 秋期 萩尾　生 オンライン 木 3 553002
研究科共通 キャリアプログラム 多文化コーディネーション研究２ 2 冬学期 萩尾　生 オンライン 集中 553004
研究科共通 キャリアプログラム 言語教育基礎２ 2 秋期 投野  由紀夫 オンライン 水 1 553102
研究科共通 キャリアプログラム 日本語教育基礎２ 2 秋期 中井　陽子 オンライン 水 2 553262
研究科共通 キャリアプログラム 世界史教育２ 2 秋期 松岡　昌和 対面 木 2 553402
世界言語社会 専攻共通科目 アジア・アフリカフィールドサイエンス基礎２ 2 秋期 飯塚  正人 対面 火 2 540402
世界言語社会 専攻共通科目 アジア・アフリカフィールドサイエンス実践研究２ 2 秋期 吉田　ゆか子 対面 金 3 540502
世界言語社会 言語文化 英語学・英語教育学研究１２ 2 秋期 周  育佳 対面 月 3 500052
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 成田  節 対面 火 4 500102
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 藤縄  康弘 対面 月 6 500112
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 川口  裕司 対面 月 3 500122
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 秋廣　尚恵 対面 木 4 500132
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 川上  茂信 対面 木 4 500152
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 水沼  修 対面 水 2 500162
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 匹田  剛 対面 木 2 500172
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 森田  耕司 対面 火 4 500192
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ言語研究２ 2 秋期 金指  久美子 対面 火 5 500202
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 加藤  晴子 対面 木 3 500302
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 三宅  登之 対面 火 2 500312
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 五十嵐 孔一 対面 木 4 500322
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 南 潤珍 対面 金 4 500332
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 趙  義成 対面 火 5 500342
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 山田　洋平 対面 月 4 500352
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 降幡  正志 対面 月 3 500372
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 野元  裕樹 対面 木 5 500382
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 鈴木  玲子 オンライン 水 2 500412
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 上田  広美 オンライン 水 1 500422
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 岡野 賢二 対面 火 3 500442
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 萬宮　健策 対面 金 4 500462
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 吉枝  聡子 対面 金 2 500492
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 菅原  睦 対面 木 4 500512
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ言語研究２ 2 秋期 山本　恭裕 対面 木 2 500522
世界言語社会 言語文化 言語学研究２ 2 秋期 望月  圭子 対面 水 2 500602
世界言語社会 言語文化 言語学研究２ 2 秋期 風間  伸次郎 対面 水 1 500612
世界言語社会 言語文化 言語学研究２ 2 秋期 ボルロンガン オンライン 木 2 500622
世界言語社会 言語文化 言語学研究２ 2 秋期 箕浦  信勝 オンライン 火 4 500642
世界言語社会 言語文化 言語学研究２ 2 秋期 萬宮　健策 オンライン 水 3 500652
世界言語社会 言語文化 言語学研究２ 2 冬学期 ボルロンガン オンライン 集中 500662
世界言語社会 言語文化 音声学研究２ 2 秋期 中川  裕 オンライン 木 2 500702
世界言語社会 言語文化 音声学研究２ 2 秋期 内原　洋人 オンライン 水 2 500712
世界言語社会 言語文化 言語情報学研究２ 2 秋期 望月　源 対面 火 4 500822
世界言語社会 言語文化 言語情報学研究２ 2 秋期 佐野  洋 オンライン 水 2 500830
世界言語社会 言語文化 認知科学研究２ 2 秋期 田島  充士 対面 火 4 500902
世界言語社会 言語文化 通訳翻訳実践研究２ 2 秋期 西畑　香里 オンライン 水 1 501032
世界言語社会 言語文化 通訳翻訳実践研究２ 2 秋期 西畑　香里 対面 火 3 501042
世界言語社会 言語文化 通訳翻訳実践研究２ 2 秋期 内藤  稔 オンライン 水 2 501062
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 西岡  あかね 対面 月 4 502002
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 山口 裕之 対面 木 4 502012
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 荒原　邦博 対面 火 4 502022
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 小久保　真理江 対面 金 3 502042
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 久野　量一 対面 木 5 502062
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 武田  千香 オンライン 月 3 502072
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 前田  和泉 対面 金 2 502082
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究６ 2 秋期 沼野  恭子 オンライン 木 1 502092
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 橋本  雄一 対面 金 4 502212
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 青山 亨 オンライン 金 5 502272
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 コースィット 対面 木 2 502282
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 野平  宗弘 対面 金 4 502302
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 岡田  知子 オンライン 水 1 502312
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 水野  善文 対面 木 2 502332
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 粟屋  利江 対面 水 2 502352
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 丹羽  京子 対面 火 5 502362
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 八木  久美子 対面 木 2 502382
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 佐々木  あや乃 対面 火 3 502402
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 土佐  桂子 対面 木 4 502422
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカ文学・文化研究２ 2 秋期 三代川  寛子 オンライン 水 1 502432
世界言語社会 言語文化 人間文化研究２ 2 秋期 吉本  秀之 対面 月 4 502602
世界言語社会 言語文化 人間文化研究２ 2 秋期 吉本  秀之 対面 月 3 502604
世界言語社会 言語文化 人間文化研究２ 2 秋期 真鍋  求 対面 木 2 502612
世界言語社会 言語文化 人間文化研究２ 2 秋期 邵　丹 対面 木 4 502622
世界言語社会 言語文化 人間文化研究２ 2 秋期 丸山　空大 オンライン 水 2 502632
世界言語社会 言語文化 アジア・アフリカフィールドサイエンス言語研究２ 2 秋期 倉部　慶太 対面 金 3 504002
世界言語社会 言語文化 英語学・英語教育学研究２ 2 秋期 浦田  和幸 オンライン 木 2 509002
世界言語社会 言語文化 英語学・英語教育学研究４ 2 秋期 斎藤  弘子 対面 金 2 509004
世界言語社会 言語文化 英語学・英語教育学研究８ 2 秋期 吉冨  朝子 オンライン 金 1 509008
世界言語社会 言語文化 英語学・英語教育学研究１０ 2 秋期 投野  由紀夫 オンライン 金 3 509010
世界言語社会 言語文化 英語学・英語教育学研究１２ 2 秋期 大谷  直輝 対面 火 2 509012
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究２ 2 秋期 鈴木  聡 対面 月 3 509102
世界言語社会 言語文化 ヨーロッパ・アメリカ文学・文化研究４ 2 秋期 加藤  雄二 対面 水 1 509104
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１６ 2 秋期 田邊　佳美 オンライン 火 5 510002
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１６ 2 秋期 芹生　尚子 対面 火 5 510012
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１６ 2 秋期 舛方　周一郎 オンライン 水 2 510022
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１６ 2 秋期 大鳥　由香子 対面 月 3 510052
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１６ 2 秋期 高橋　均 対面 木 4 510062
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１６ 2 秋期 久米  順子 対面 木 4 510082
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１６ 2 秋期 小野寺　拓也 対面 金 5 510092
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 片岡　真輝 対面 木 2 510102
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 左右田 直規 対面 火 5 510122
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 大石　高典 対面 木 3 510132
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 川本　智史 対面 水 2 510142
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 木村　暁 対面 火 5 510152
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 藤井　豪 対面 木 4 510162
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 島田  志津夫 対面 水 2 510172
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 澤田  ゆかり 対面 火 2 510182
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 宮田  敏之 対面 水 1 510202
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 青山 弘之 対面 金 3 510212
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 坂井  真紀子 対面 火 3 510222
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 小笠原  欣幸 オンライン 木 2 510242
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 山内  由理子 オンライン 金 1 510252
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 武内　進一 対面 火 4 510262
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 登利谷　正人 対面 金 4 510302
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 東城　文柄 対面 水 3 510312
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究18 2 秋期 日下　渉 対面 月 3 510332
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 大川  正彦 対面 月 2 512002



世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 金  富子 対面 木 3 512012
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 岡田  昭人 対面 金 5 512022
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 真島  一郎 対面 金 2 512042
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 中山  智香子 対面 月 3 512052
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 梁　英聖 対面 水 2 512062
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 蛭田　圭 対面 火 3 512072
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究４ 2 秋期 布川　あゆみ 対面 木 2 512082
世界言語社会 国際社会 国際関係研究２ 2 秋期 鈴木  美弥子 対面 火 3 512202
世界言語社会 国際社会 国際関係研究２ 2 秋期 若松  邦弘 オンライン 月 5 512232
世界言語社会 国際社会 国際関係研究２ 2 秋期 松隈  潤 対面 木 2 512242
世界言語社会 国際社会 国際関係研究２ 2 秋期 中山　裕美 オンライン 火 5 512252
世界言語社会 国際社会 国際関係研究４ 2 秋期 菊地　和也 オンライン 水 2 512282
世界言語社会 国際社会 国際関係研究４ 2 秋期 田島  陽一 オンライン 水 2 512292
世界言語社会 国際社会 国際関係研究４ 2 秋期 出町　一恵 オンライン 月 4 512302
世界言語社会 国際社会 国際関係研究４ 2 秋期 内山　直子 オンライン 水 1 512312
世界言語社会 国際社会 国際関係研究４ 2 秋期 畑瀬 真理子 対面 金 2 512322
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカフィールドサイエンス地域研究２ 2 秋期 栗原  浩英 対面 月 5 514012
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究２ 2 秋期 千葉  敏之 対面 金 4 519002
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究４ 2 秋期 篠原  琢 対面 月 4 519004
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究８ 2 秋期 伊東　剛史 対面 火 3 519008
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１０ 2 秋期 小田原　琳 オンライン 木 4 519010
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１２ 2 秋期 福嶋　千穂 対面 火 2 519012
世界言語社会 国際社会 ヨーロッパ・アメリカ地域研究１４ 2 秋期 巽　由樹子 対面 金 4 519014
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究２ 2 秋期 青木　雅浩 対面 火 4 519102
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究４ 2 秋期 小田　なら 対面 木 5 519104
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究８ 2 秋期 足立  享祐 対面 火 5 519108
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究10 2 秋期 吉田  ゆり子 オンライン 金 3 519110
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究12 2 秋期 米谷  匡史 対面 火 3 519112
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究14 2 秋期 菊池  陽子 対面 月 2 519114
世界言語社会 国際社会 アジア・アフリカ・オセアニア地域研究16 2 秋期 倉田　明子 対面 木 3 519116
世界言語社会 国際社会 現代世界論研究２ 2 秋期 上原　こずえ 対面 火 3 519202
国際日本 国際日本/リカレント 日本語学研究２ 2 秋期 花薗  悟 対面 月 2 530002
国際日本 国際日本/リカレント 日本語学研究２ 2 秋期 幸松  英恵 対面 木 4 530032
国際日本 国際日本/リカレント 対照日本語研究２ 2 秋期 中村  彰 対面 金 4 530102
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 海野  多枝 オンライン 火 3 530202
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 鈴木  智美 対面 木 4 530212
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 大津　友美 オンライン 木 2 530222
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 阿部　新 オンライン 木 4 530232
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 伊東　克洋 対面 金 3 530242
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 伊集院　郁子 オンライン 火 3 530252
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 鈴木　美加 対面 金 3 530262
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 伊達　宏子 対面 木 5 530272
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 荒川  洋平 対面 月 4 530282
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育学研究２ 2 秋期 嶋原　耕一 対面 月 3 530292
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育実践研究２ 2 秋期 石澤　徹 対面 水 1 530321
国際日本 国際日本/リカレント 日本語教育実践研究２ 2 冬学期 石澤　徹 対面 集中 530323
国際日本 国際日本/リカレント 日本語文学・文化研究２ 2 秋期 西原　大輔 対面 木 2 530402
国際日本 国際日本/リカレント 日本語文学・文化研究２ 2 秋期 土田　耕督 対面 木 4 530412
国際日本 国際日本/リカレント 日本語文学・文化研究２ 2 秋期 イリス　ハウカンプ 対面 月 3 530432
国際日本 国際日本/リカレント 日本比較文学・文化研究２ 2 秋期 菅長  理恵 対面 金 3 530511
国際日本 国際日本/リカレント 日本社会研究２ 2 秋期 友常  勉 対面 水 3 530602
国際日本 国際日本/リカレント 日本社会研究２ 2 秋期 ジョン　ポーター 対面 月 2 530612
国際日本 国際日本/リカレント 日本社会研究２ 2 秋期 シートン 対面 金 2 530621
国際日本 国際日本/リカレント 日本社会研究２ 2 秋期 木村　正美 対面 月 2 530642
国際日本 国際日本/リカレント 日本社会研究２ 2 秋期 佐藤　正広 対面 火 2 530652
国際日本 国際日本/リカレント 国際文化交流研究２ 2 秋期 小松　由美 対面 木 3 530712
国際日本 国際日本/リカレント Japan Studies ２ 2 冬学期 友常  勉 対面 集中 530882


